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広報はこね　2022.September

　最近、箱根町の子どもたちが大人になったときに、子ども時代のどんなことを思い出すのだろうと考えることが
あります。家庭や学校でのことなど様々あると思いますが、その中に箱根町のことがあるとうれしいなと思います。
　箱根町では、｢箱根を愛し　かしこく　やさしく　たくましく｣ という園・小・中共通のめざす児童像を掲げ、
一貫教育に取り組んでいます。この中で、「箱根を愛し」は、箱育と呼ばれ、自分たちの町に愛着や誇りをもち、
箱根を語れる子どもたちを育てていくことがねらいです。芦ノ湖周辺のゴミ拾い、金時山登山、ヒメマスの採卵･
放流、ヒメハルゼミの学習など、各園・小中学校で地域の素材を生かした取組が行われています。
　しかしながら、近年はコロナ禍で実施できない行事も数多くありました。本年度本校では、 4 ・ ５ 年生の宿泊学習や、
各学年の地域へ出向く校外学習が少しずつ実施できるようになりました。まだ制限のある中での体験となっていま
すが、是非ともご家庭だけでなく地域の方々も子どもたちとの話題として、子どもたちが感じ、考えたことを共有
していただけたらと思います。
　ふるさとの思い出は、大人になったときの心の支えとなります。これらの取組が、ふるさとへの愛着や誇りとな
り、「箱根に生まれ育ってよかったな」と思える子どもたちを育てていきたいと思うのです。
 箱根の森小学校  ☎８２－303８
照会先　教育委員会生涯学習課  ☎８５ － ７６01

コラム 「家庭教育を考える」
～地域でささえる・地域へつなぐ～

箱根土曜塾からのお知らせ　Ｎｏ. 2

～「箱根土曜塾」の様子をご紹介します～～「箱根土曜塾」の様子をご紹介します～
　 8月 ３日、今年度
も箱根土曜塾がス
タートしました。

　開講式、オリエンテーションを行った後は、 ６ 名前後のグループに分かれて、タブレットを使用したオンライン学
習システム「デキタス」の設定や操作説明を受け、「デキタス」を使って、実際に演習も行いました。また、午後か
らは模擬授業として、中学校 1年生の復習に取り組みました。

箱根土曜塾についての詳細は、学校教育課まで！（☎85－7600）

開講式（教育長あいさつ） オリエンテーション

　みなさん真
面目に取り組
んでいて、高
校受験に向け
て、順調なス
タートを切り
ました。

箱根町『分離型』一貫教育のはなし箱根町『分離型』一貫教育のはなし

　各小学校区で幼稚園・保育園・幼児学園の園児と小学校の児
童が定期的に交流しています。
　 7 月 ２ 日に箱根幼稚園の園児と箱根の森小学校の 1 年生が
一緒にジャガイモと玉ねぎの「収穫祭」を行いました。
　 1 年生が植えたジャガイモと玉ねぎが大きくなり、箱根幼稚
園での収穫祭をみんなで楽しみました。お天気にも恵まれ、汗
をかきながらも元気いっぱいの笑顔が見られました。
　その後、収穫したジャガイモと玉ねぎを使って、みんなでカ
レー作りをしました。野菜の切り方やルーの入れ方など難しい
ところは、 1 年生が教えながら一緒に手伝ってくれました。
　 5 歳児の ２ 学期から小学校の 1 年生の 1 学期までの活動を
つなぐ「スタートプログラム」を作成し、 5 歳児のときに小
学生との様々な交流を図っています。
　このように各園と各小学校との様々な交流を通じて、園児は
小学校入学への安心感と期待感を高めることができ、円滑な小
学校生活のスタートにつながっています。
　また、小学校児童は自分が誰かの役に立っていることを感じ
る「自己有用感」が高まり、自分の行動などに自信を持ったり、
他者との関わりを充実させたりすることにつながります。
　このような各園と小学校間の交流を通じて、「縦のつながり」
が自然と育まれていくことも、園・小・中一貫教育（分離型）
の大事な取り組みの 1 つです。

《 収 穫 祭 》《 収 穫 祭 》
園・小学校交流編
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箱根幼稚園での子ども達の交流の様子


